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市立美唄病院建替え基本設計 基本設計説明書 

部位 分類 耐震安全性の目標

Ⅰ類
大地震動後、構造体の補修をすることなく建築物を使
用できることを目標とし、人命の安全確保に加えて十
分な機能確保が図られている。

Ⅱ類
大地震動後、構造体の大きな補修をすることなく、建
築物を使用できることを目標とし、人命の安全確保に
加えて十分な機能確保が図られている。

Ⅲ類
大地震動により構造体の部分的な損傷は生ずるが、建
築物全体の耐力の低下は著しくないことを目標とし、
人命の安全確保が図られている。

Ａ類

大地震動後、災害応急対策活動や被災者の受け入れの
円滑な実施、又は危険物の管理のうえで、支障となる
建築非構造部材の損傷、移動等が発生しないことを目
標とし、人命の安全確保に加えて十分な機能確保が図
られている。

Ｂ類
大地震動により建築非構造部材の損傷、異動などが発
生する場合でも、人命の安全確保と二次災害の防止が
図られている。

甲類
大地震動後の人命の安全確保及び二次災害の防止が図
られていると共に、大きな補修をすることなく、必要
な設備機能を相当期間継続できる。

乙類
大地震動後の人命の安全確保及び二次災害の防止が図
られている。
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6.構造計画 

 

（1） 構造計画概要 

本市の中核的病院として災害拠点病院基準相当の構造安全性を確保するため、大地震時において構造

体はⅠ類（構造重要度係数Ｉ=1.50 以上）の耐震性能を有し、最大級の暴風時を想定した基準風速の 1.25 倍

に対する耐風性能を有することを目標とします。 

上部架構は鉄筋コンクリート造（一部、鉄骨造）とした耐震構造で計画します。 

基礎構造は、沖積礫質層（Ag 層）を支持層とする地盤改良による直接基礎または、鉱石礫質層（Dg 層）を

支持層とする杭基礎が考えられます。 

 

a) 主体構造  鉄筋コンクリート造（一部 鉄骨造） 

b) 屋根・床  鉄筋コンクリート造 

c) 外   壁  鉄筋コンクリート造 

d) 基   礎  直接基礎（地盤改良）または杭基礎 

e) 階   数  地上 3 階 塔屋 1 階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1 上部架構概要図 

 

 

 

 

 

 

表 1.1 耐震安全性の分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.2 耐震安全性の目標 

 

  


